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第2巻　漫画の解説
【解説】ストーリーの説明。わかりにくいコマの説明。
【文化】漫画に含まれる文化情報。必要があればその文化情報の説明。課との関連。
【擬音語・擬態語】漫画に出てくる擬音語・擬態語の説明。

P14

【解説】

· 場面は大連市星海中学の外。美佳、張、金が張の母の食堂に昼ごはんを食べに行く。
· 金は中国語で美佳に話しかける。美佳は「jaozi」という中国語が聞き取れる。

P15

【解説】

· 歩きながら、餃子について話をする。そして、張のお母さんの食堂に到着する。
【文化】

· 1コマ目：日本では餃子というと、焼き餃子が一般的であるため、美佳は餃子と聞いて、　　　　　焼き餃子をイメージしている。　（→９課コラム）
· 2コマ目：日本の中学校では、学校の中で給食やお弁当を食べる。学校の外で食べることはない。そのため、美佳は、学校外で昼ご飯を食べることを不思議に思っている。

・　3コマ目：日本の中学校の給食。給食のメニューは、学校の栄養士によって栄養バランスを考えて作られている。多くの学校で毎日牛乳を提供している。P15では主食はご飯だがパンや麺のときもある。（→９課コラム）

P16

【解説】
· 張は母親に美佳を紹介する。張の母は、日本語で美佳にあいさつをしてきたので、美佳は驚く。

【文化】

· ４コマ目：あいさつとおじぎ。（→２課学習活動、コラム、８課学習活動、コラム）
P17

【解説】

· 張の母が作った餃子が出てくる。美佳は想像していた餃子と違うことに戸惑いながらも、おいしそうに思う。

【文化】

· ４コマ目：日本では餃子というと、焼き餃子が一般的である。そのため、美佳は、水餃子が出てきて戸惑っている。（→９課コラム）
· 5コマ目：美佳はお箸を自分の前に横向きに置いている。日本では、お箸を横向きに置く。（→９課コラム）
【擬音語・擬態語】
· コトッ：物を机の上に軽く置いたときの音。

P17

【解説】

3人は餃子を食べはじめる。食べながら、好きな食べ物の話をしているが、それらが日本にも中国にもあることに気づく。美佳は自分の好きな食べ物を中国語でどういうかわからないので、絵を描いて説明している。
【文化】

· １コマ目：美佳は食べる前に、両手を合わせて、あいさつをしている。日本では食べる前に「いただきます」とあいさつをして食べる。また、そのときに美佳のように両手を合わせるジェスチャーをする人もいる。（→８課コラム、９課学習活動、コラム）
· ４、５コマ目：食べ物の日中の共通性、日中の中学生の好きな食べ物の共通性。（→９課コラム）
P19
【解説】

・張の母は美佳の描いた絵をみてほめる。金は3人が日本語で話しているのをみて、日本語の勉強をがんばりたいと言う。張と張の母は、張ていの祖母から日本語を習った。二人はいつか美佳を祖母に会わせたいと話す。

· 5コマ目：張が祖母を思い出している。

· 第5巻の漫画で、美佳たちは郊外に住む張の祖母の家を訪ねる。ここはストーリーの伏線である。
P20

【解説】

· 張の母は、美佳に家族について聞く。美佳も張に家族について尋ねる。
・2コマ目：美香が頭の中で家族を思い浮かべている。美佳の兄2人は大連に来ず、日本に残っていることが第3巻の漫画の中で出てくる。
【文化】

· ２コマ目：家族構成。（→第１０課学習活動、コラム）

· ３コマ目：美佳は中国語の猫の鳴き声を聞いて、「ミー」は猫のことだとわかる。（→第13課日本語の広場）
P21

【解説】

· 3人は餃子を全部食べる。美佳は張の母にあいさつをして店を出る。

【文化】

· 3コマ目：美佳は両手を合わせて、食事の後のあいさつをしている。（→８課コラム、９課学習活動）
· ４コマ目：美佳は張の母に、お礼をしながらおじぎをしている。（→８課学習活動、コラム）
P22

【解説】
・食堂から学校の前まで戻っているところ。3人はおしゃべりに夢中になっている。そこにサッカーボールが飛んできて、3人は驚いて立ち止まる。1台の自転車が猛スピードで3人に近づいてくる音がする。
【擬音語・擬態語】

· ペチャクチャ：おしゃべりに夢中になっている様子。

· ビュッ：ものが非常に速いスピードで移動するときの音。

· ボンッ：ものが地面や床や壁などに強く当たって大きく跳ね返る音。

· シャァァァァァ：自転車が速いスピードで通り過ぎていくときの車輪の音。

P23

【解説】
・3人の前を1台の自転車が猛スピードで通り過ぎていく。3人は自転車に驚いたが、立ち止まったおかげでぶつからなくて済む。そこへ姜先輩が現れる。張は、先輩が自転車に気づかせるために、わざと自分たちの前にサッカーボールを蹴ったことに気がつき、感謝する。すると、突然、サッカーボールが先輩のお尻に当たる。ボールが来た先を見ると王が立っていた。
【擬音語・擬態語】

· ギュンッ：ものが速いスピードで移動するときの音。

· ボンッ：ものが地面や床や壁などに強く当たって大きく跳ね返る音。

P24

【解説】

・先輩は王がわざとやったのだと思って食いかかるが、王はわざとではなくボールを返そうとしたのだと説明をする。美佳は、王の戸惑っている顔を見て、星海公園で助けてくれた人が王だと気がつく。先輩は、王にボールを扱う技術を見せ付けるために、ボールを蹴って見せる。

【擬音語・擬態語】

· ポンッ：ボールなどが何かに軽く当たって大きく跳ね返る音。

· トッ：ボールなどが何かに軽く当たって小さく跳ね返る音。
· ストッ：ボールなど、大きくなく重くないものが軽く落ちる様子。

P25

【解説】

· 張は、怪我をしている王が昼休みに学校の外に出てきていることを不思議に思う。王は、美佳にストラップを返そうと思って、自宅にストラップをとりに帰っていたことを説明する。美佳は王から突然自分のストラップを返され、驚く。
【擬音語・擬態語】

· アハハハ：大きな声で笑っている様子。
P26

【解説】

· 王は、喜んでいる美佳を見て恥ずかしくなり、美佳を直視できない。張と金は、王と美佳が初対面ではないことがわかり、不思議に思う。美佳は、感謝の気持ちを張に通訳をしてもらって王に伝える。
P27

【解説】

· 王は、美佳に非常に感謝されて気恥ずかしくなる。張は王の怪我を気にかけて声をかける。4人はもうすぐ午後の授業開始の時間（1時半）であることに気がつく。

【文化】

・4コマ目：授業の始まる時間。時間割。（→第12課学習活動）
P28

【解説】

· 4人は学校の廊下を走って教室に戻る。美佳は張に次の授業が何かを聞く。

【文化】

· ５コマ目：時間割。科目。（→第12課学習活動）
【擬音語・擬態語】

· ダダダダダダ：大きな音を立てて走る音。

· ハアハアハア：息を切らしているときの音。

· ニコッ：微笑む様子。

P29

【解説】

・張と美佳が日本語で話しているのを見て、金と王は日本語の勉強をがんばろうと思う。日本語の授業が始まる。

P30

【解説】

・日本語の授業が始まる。教科書を持ってきていない美佳は、となりの張に見せてもらう。
【文化】

· 1コマ目：授業の始まり。（→付録：教室用語）
P31

【解説】

授業の最後に、クラス全員で日本語の歌を歌う。
【文化】

· ２コマ目：日中に共通する歌。（→第１２課日本語の広場）
【擬音語・擬態語】
· パタン：本を軽く閉じる音。

P32

【解説】

・美佳は楽しそうに歌を歌っている。王も歌を歌っている。場面は校舎の外に変わる。
P33

【解説】

・生徒たちが次々と校舎から出てきて下校していく。帰り際に友達にあいさつをする。美佳と張も日本語であいさつをして別れる。美佳は転校初日の今日のことを振り返る。

【文化】

· 1、２コマ目：別れのあいさつ。ジェスチャー。（→第８課　学習活動、コラム）
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